
 

上
条
地
区
の
一
木
百
観
音
像
は
、
上
萩
原

出
身
の
木
食
戒
・
木
食
白
道
の
作
と
し
て
よ

く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
大
振
り
の
子
安
観
音

像
は
他
地
域
で
も
あ
り
ま
す
が
、
光
背
か
ら

像
の
裏
側
ま
で
、
び
っ
し
り
と
観
音
様
が
彫

ら
れ
た
様
子
は
圧
巻
で
、
白
道
を
代
表
す
る

作
品
の
ひ
と
つ
で
す
。 

 

こ
の
像
を
安
置
す
る
観
音
堂
は
、
組
の
集

会
所
を
か
ね
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
建
築
当

初
か
ら
の
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 

集
会
所
と
し
て
活
用
し
て
き
た
た
め
に
、

こ
の
よ
う
な 

小
堂
で
も
傷 

み
が
少
な
く
、 

さ
ら
に
中
に 

安
置
さ
れ
て 

い
る
木
食
仏 

も
、
良
好
な 

状
態
を
保
つ 

こ
と
が
で
き 

た
の
で
し
ょ 

う
。 上

条 
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上
条
で
護
ら
れ
た
文
化
財 

◆
木
食
白
道
に
つ
い
て
◆ 

 

一
木
百
観
音
像
は
、
甲
州
市
内
の
旧
家
に

伝
わ
る
記
録
「
萩
原
木
食
繁
昌
」
に
よ
り
、

天
明
元
年
（
一
七
八
一
）
八
月
に
造
像
さ
れ

た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。 

 

白
道
は
、
宝
暦
五
年
（
一
七
五
五
）
に
、

現
在
の
塩
山
上
萩
原
上
原
に
生
ま
れ
ま
し

た
。
七
歳
の
と
き
父
親
と
と
も
に
回
国
の
旅

に
で
ま
す
が
、
翌
宝
暦
十
二
年
、
八
歳
の
と

き
旅
の
途
中
に
立
ち
寄
っ
た
伊
予
の
宇
和
島

（
愛
媛
県
宇
和
島
市
）
で
父
親
が
病
死
、
そ

の
後
回
国
を
再
開
す
る
も
の
の
明
神
村
（
愛

媛
県
久
万
高
原
町
）
の
彦
八
と
い
う
人
に
養

わ
れ
、
明
和
五
年
（
一
七
六
八
）、
十
四
歳
ま

で
農
業
な
ど
を
し
て
暮
ら
し
ま
す
。 

 

十
四
歳
の
と
き
、
か
つ
て
二
度
み
た
夢
を

再
び
み
て
、
湯
の
宮
権
現
（
愛
媛
県
）
に
た

ず
ね
た
と
こ
ろ
、
出
家
し
て
戒
行
す
れ
ば
名

を
な
す
と
い
う
神
託
を
う
け
、
そ
の
ま
ま
明

神
村
へ
は
帰
ら
ず
四
国
霊
場
廻
り
に
出
立
し

ま
し
た
。
四
国
に
は
、
十
七
歳
ま
で
い
た
と

記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

◆
諸
国
回
国
の
果
て
◆ 

 

そ
の
後
の
旅
は
ま
さ
に
「
回
国
」
で
、
福

岡
・
長
崎
・
鹿
児
島
・
山
口
・
広
島
・
香
川
・

岡
山
・
兵
庫
・
和
歌
山
・
奈
良
・
大
阪
・
京

都
・
福
井
・
滋
賀
・
岐
阜
・
石
川
・
富
山
・

新
潟
・
長
野
・
群
馬
・
埼
玉
・
静
岡
・
神
奈

川
・
千
葉
・
茨
城
・
栃
木
・
福
島
・
宮
城
・

岩
手
・
青
森
・
秋
田
・
山
形
と
二
十
三
歳
に

な
る
ま
で
の
六
年
間
で
九
州
か
ら
本
州
を
く

ま
な
く
巡
り
、
そ
し
て
安
永
七
年
（
一
七
七

八
）
、
二
十
四
歳
の
と
き
、
つ
い
に
北
海
道
に

至
り
ま
す
。 

 

◆
蝦
夷
の
地
で
◆ 

 
北
海
道
は
、
白
道
に
と
っ
て
運
命
の
地
で

す
。
木
食
白
道
の
「
木
食
」
と
は
、
木
食
戒

と
い
う
五
穀
と
塩
を
絶
ち
、
火
を
使
っ
た
調

理
を
せ
ず
、
草
の
根
や
木
の
実
な
ど
を
主
な

食
料
と
し
て
修
行
を
行
う
僧
侶
の
こ
と
で

す
。
白
道
が
木
食
戒
に
入
っ
た
の
は
、
自
伝

に
よ
れ
ば
北
海
道
の
大
田
山
（
せ
た
な
町
）

で
念
仏
を
唱
え
て
い
た
と
き
の
霊
験
に
よ
る

も
の
で
、
さ
ら
に
仏
像
の
彫
刻
も
こ
の
地
で

始
ま
り
ま
し
た
。 

北
海
道
二
海
郡
八
雲
町
の
門
昌
庵
に
は
、

背
面
に
「
南
無
阿
弥
陀
仏 

白
道
」
と
墨
書

さ
れ
た
子
安
観
音
菩
薩
像
が
安
置
さ
れ
て
い

ま
す
。
も
と
も
と
白
道
の
師
・
行
道
の
作
品

と
み
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
近
年
調
査
に
よ

り
白
道
作
と
判
明
し
ま
し
た
。 

 

二
年
間
を
北
海
道
で
過
ご
し
、
青
森
・
秋

田
・
山
形
・
福
島
・
栃
木
・
群
馬
・
長
野
を

経
て
、
三
年
後
の
天
明
元
年
・
二
十
七
歳
の

と
き
に
郷
里
に
帰
っ
て
き
ま
す
。 

  

 
市内に残る｢蝦夷国風図画｣から。 

熊をいけにえとして神様に捧げる仕度をしているところ。 



 ◆
郷
里
の
白
道
◆  

―｢

萩
原
木
食
繁
昌
」
よ
り
ー 

 

 

天
明
元
年
（
一
七
八
一
）
に
、
法
幢
院
で

病
気
を
治
す
ま
じ
な
い
を
行
っ
た
り
、
人
々

の
求
め
に
応
じ
て
仏
像
を
彫
っ
た
り
し
て
い

ま
し
た
が
、
こ
れ
が
評
判
を
呼
び
近
隣
か
ら

毎
日
八
〇
〇
人
か
ら
一
〇
〇
〇
人
が
訪
れ
る

よ
う
に
な
り
、
寺
の
付
近
に
は
茶
見
世
、
水

菓
子
売
り
、
餅
、
そ
ば
、
そ
う
め
ん
な
ど
の

出
店
が
立
ち
並
び
、
境
内
で
は
歌
舞
伎
興
行

ま
で
が
催
さ
れ
る
ほ
ど
大
変
な
賑
わ
い
だ
っ

た
と
「
萩
原
木
食
繁
昌
」
は
伝
え
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
年
の
八
月
、「
上
じ
や
う
よ
り
百
躰
之

観
世
音
建
立
之
願
有
之
」（
上
条
よ
り
百
体
の

観
世
音
の
建
立
願
い
あ
り
）
の
記
述
が
あ
り
、

こ
れ
が
上
条
の
一
木
百
観
音
像
と
思
わ
れ
ま

す
。
ま
た
、
白
道
の
自
伝
に
は
「
御
丈
七
尺

五
寸
の
観
世
音
菩
薩
像
に
は
後
光
に
百
八
体 

 
上原子安地蔵 赤尾子安地蔵 

福蔵院百体仏 

  
上・百観音の背面 
には、大小の観 
音像がびっしり 
彫られており、 
正面とはまた違 
う迫力がありま 
す。 

 
右・背面に納まる 
石造物は、百観 
よりも古い特徴 
をもち、中世の 
作品と考えられ 
ます。

 

今
号
は
木
食
白
道
に
つ
い
て

特
集
し
ま
し
た
。 

 

近
年
研
究
が
盛
ん
に
な
っ
て

き
て
い
る
白
道
で
す
が
、
出
身
地

で
あ
る
神
金
地
域
で
も
、
最
新
の

情
報
は
あ
ま
り
伝
わ
っ
て
な
い

と
思
い
ま
す
。
白
道
の
作
品
を
見

直
す
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。 

 

ま
た
、
百
観
音
を
安
置
す
る
観

音
堂
で
す
が
、
百
観
音
の
制
作
と

同
じ
十
八
世
紀
後
半
の
建
築
と

思
わ
れ
ま
す
。 

 

百
観
音
も
観
音
堂
も
、
二
百
数

十
年
と
上
条
地
区
の
皆
様
が
お

護
り
し
て
き
た
文
化
財
で
す
。
後

世
に
、
永
久
に
保
存
さ
れ
ま
す
よ

う
、
教
育
委
員
会
で
も
努
力
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

の
小
観
音
を
刻
み
つ
け
浄
正
寺
に
納
め
」
と

あ
り
、
上
条
の
百
観
音
像
の
特
徴
を
よ
く
現

し
て
い
ま
す
。 

 

ほ
か
に
も
上
原
子
安
地
蔵
像
、
福
蔵
院
百

体
仏
、
赤
尾
子
安
地
蔵
像
な
ど
、
市
内
に
残

る
大
作
を
こ
の
と
き
に
造
像
し
た
こ
と
が
知

ら
れ
て
い
ま
す
。 


